
記 者 発 表 資 料

平成22年 1月15日

岩手河川国道事務所

盛 岡 地 方 気 象 台

洪水予報を行う河川に

豊沢川、和賀川、胆沢川を追加しました

～ ～洪水予報の対象範囲を拡大

これまで、洪水により国民経済上重大又は相当な損害が生じる恐れが

ある河川については、国土交通省と気象庁が洪水予報指定河川として定

め、共同して洪水予報を行い、報道機関を通じて発表してきたところで

す。

この度、新たに豊沢川（花巻市 、和賀川（北上市 、胆沢川（金ケ崎） ）

町、奥州市）を追加するため、１月１４日から岩手河川国道事務所と盛

岡地方気象台が共同で発表する北上川上流洪水予報の対象範囲が広が

り、地域の皆様の避難行動等の防災活動に役立てられます。

【北上川上流洪水予報指定河川の概要】

○北上川（実施区間：144.1km、洪水予報基準地点：館坂橋、明治橋、
、 、 、 、 、 、 ）紫波橋 朝日橋 男山 桜木橋 大曲橋 狐禅寺 諏訪前

○雫石川（実施区間：2.1km、洪水予報基準地点：明治橋）
○中津川（実施区間：4.3km、洪水予報基準地点：山岸）
○磐井川（実施区間：6.9km、洪水予報基準地点：釣山）
○砂鉄川（実施区間：6.7km、洪水予報基準地点：妻神）

※追加指定
○豊沢川（実施区間：0.75km、洪水予報基準点：朝日橋）
○和賀川（実施区間：1.3 km、洪水予報基準点：男山）
○胆沢川（実施区間：1.6 km、洪水予報基準点：桜木橋）

＜発表記者会：岩手県政記者クラブ＞

問い合わせ先

岩手河川国道事務所（Tel：019-624-3166）
調査第一課長 鈴木 啓介（内線351）

盛岡地方気象台（Tel：019-622-7868）
技術課長 坂野 哲哉



（参考）北上川上流の洪水予報区間                      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊沢川 洪水予報区間の追加指定区域（北上川合流点 ～ ０．７５km ） 

基準水位観測所：朝日橋水位観測所(北上川) 

和賀川 洪水予報区間の追加指定区域（北上川合流点 ～ １．３km ） 

基準水位観測所：男山水位観測所(北上川) 

胆沢川 洪水予報区間の追加指定区域（北上川合流点 ～ １．６km ） 

基準水位観測所：桜木橋水位観測所(北上川) 

諏訪前 
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○ 気象庁雨量 
 
□ 国土交通省雨量
 
▲ 国土交通省水位
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○岩手松尾 

○沢内 

○附馬牛 

○紫波 

○千厩 

○金ケ崎

○好摩

○米里 

○北上

○花巻 

○若柳 

 

 

 

 



 

【平成22年1月14日から洪水予報指定河川に追加した河川、予報区間】

河川名 予報区間 基準地点
左岸
 岩手県花巻市豊沢町50番地先豊沢橋下流端から北上川合流点まで

右岸
　岩手県花巻市桜町1丁目26番の1地先豊沢橋下流端から北上川合流点まで
左岸
　岩手県北上市黒沢尻町字町分20地割68番の2地先　九年橋下流端から北上川合流点まで

右岸
　岩手県北上市鬼柳町下鬼柳第5地割15番の1地先　九年橋下流端から北上川合流点まで
左岸
　岩手県胆沢郡金ケ崎町大字西根字土橋上68番地先　東北本線胆沢川橋梁下流端から北上川合流点まで
右岸
　岩手県奥州市水沢区佐倉河字八ツ口62番の2地先　東北本線胆沢川橋梁下流端から北上川合流点まで

豊沢川

和賀川

胆沢川

朝日橋水位観測所

男山水位観測所

桜木橋水位観測所



■豊沢川、和賀川、胆沢川の概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■豊沢川、和賀川、胆沢川（国管理区間）の洪水予報河川の指定 

豊沢川、和賀川、胆沢川は、北上川の水位が上昇することで各支川に逆流し、はん

濫を引き起こす可能性があります。また、本川である北上川の影響が大きいことから、

はん濫が発生した場合には人口集中地区や住宅地に被害が生じるおそれがあるため、

減災のためのソフト対策が重要となります。 
このような状況をふまえ、豊沢川、和賀川、胆沢川（国管理区間）を洪水予報指定

河川に追加しました。 
 

 
 
～引き続き、住民への確実な情報伝達のため関係機関の協力をお願いします。～ 
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